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女子決勝（福島西高校 VS 郡山商業高校）  

１Ｑ両チームともマンツーマンディフェンスでスタート。互いに手の内を知り、両校とも対策を 

練って臨んだゲームであった。福島西（以下福西）はインサイドにボールを集めるが、郡山商業（以 

下郡商）の早いボールの寄りにチャンスをつくれない。郡商も積極的にドライブし得点をねらうが、

福西の激しいディフェンスに阻まれ、両者一歩も引かずに郡商が１点リードで１Ｑ終了。 

２Ｑ福西が積極的に攻めるが、郡商も早い攻めで流れを渡さない。福西⑤渡邊、⑦佐藤がインサ 

イドでチャンスをつくり得点し、④梅津の３Ｐで差を広げる。郡商も激しいディフェンスで粘るが 

チームファウルがかさみ福西リードで前半終了。 

３Ｑ郡商がオフェンスリバウンドに積極的に絡み、郡商④小泉の３Ｐで流れをつくろうとするも、 

福西⑤渡邊も３Ｐで流れを渡さない。福西⑤渡邊、⑦佐藤がインサイドでディフェンスを崩し福西 

⑤渡邊がフリースローを確実に決め得点を重ねる。郡商⑥面川が３Ｑ終了間際に３Ｐを決め福西３ 

点リードで３Ｑ終了。 

４Ｑ郡商⑥面川がドライブからファウルをもらいチャンスをつくるも、福西⑫鈴木が３Ｐを決め、 

点差は縮まない。郡商⑥面川が３Ｐを決め２点差にするが、福西⑫鈴木も３Ｐを決めるなど両者の 

攻防が続く中、福西⑦佐藤のバスケットカウントでチームに勢いをもたらした。その後福西④梅津 

のドライブ、福西⑤渡邊の３Ｐで得点を重ね残り２分４８秒で１５点差とした。終了間際に郡商⑬ 

遠藤が３Ｐを決めるも最後は、６３対４９で福西が勝利し、３年ぶり 20 回目の優勝を果たした。 

記載：渡辺 修（県北バスケットボール協会） 


